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 適用分野
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：無線装置、通信制御方法

■  技術概要

無線通信制御方法無線通信制御方法無線通信制御方法無線通信制御方法

無線通信システム、車々間通信システム、
ＡＳＶ（先進安全自動車）用運転支援システム

本発明は、社会的に低減が期待される自動車事故（右折事故、出会い頭事故、歩
行者事故、正面衝突事故、追突事故、左折事故、車線変更に伴う衝突の事故）の
回避のための車々間通信システムを提供することを目的とする。

自身の車両１の位置を示す位置情報と進行方向を示す進行方向情報とを含む第１
車両配置情報を取得し、他の車両２、３、・・・に設けられた無線装置からその他車
両の位置を示す位置情報と進行方向を示す進行方向情報とを含む第２車両配置情
報を受信し、第１車両配置情報と第２車両配置情報とを用いて他車両２、３、・・・の
自車両１に対する相対的な位置関係を示す車両配置関係情報を得、この車両配置
関係情報を用いて他車両２、３、・・・に第１車両配置情報を送信する。

交差点などの車両が集中する箇所での車々間通信においては、自車両と他車両と
の位置関係を適切に取得できなかったので送信制御が効果的に行えなかったが、
本発明によれば、適切な送信制御ができるので、車々間通信がスムーズに行わ
れ、自動車事故の低減を図ることができる。


